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学校外における生徒の援助ニーズを把握するための尺度の作成

吉田浩之‘ 来田 宣幸..

Development of a scale for assessing educational needs of 
students after regular school hours 

l-liroyuki YOSI-IIDA.， Noriyuki KIDA" 

本研究では.中学生を対象にして.学校外において生徒が存在!惑を認識している内谷と不安に感じて

いる内容から.生徒に必要な援助ニーズが示l俊される資料を 教nmが得ることができる尺度を作成する

ことを目的とした 研究 lでは，中学生 314名を対象に項目を収集 し， 10の質問項目を抽出 した 因

子分析の結よ11:.2つの悶子をtlllll'，L，それらを下位尺伎とする「学校外存在感 ・不安感尺度」を作成し

た.研究2では.中学生 1953名が本尺度と Q-Uアンケート(河村， 1999c)および、学習立欲尺!立 (河

村田1999b)に回答し本尺度の妥当性がみとめられた また研究 1の生徒を対象にした再テストと

Cronbachの Q係数から信頼伯についても雌認ができた

Key words :中学生，援助ニーズ，学校外存在感 ・不安感尺度， Q-Uアンケート，いじめ

I 緒言

文部科学省 (2012)が毎年実施するいじめ件

数の調査結果をみると， 2011年度のいじめ認知l

件数は 70，231件(小学校 33.124，中学校 30，749，

高校 6，020，判別支援学校 338)で.現行の訓l査

力・法になった 2006年度以降では披少で，放も件

数の多かった 2006年度(124，898件)の 56%で

あった. しかし ， 同年度の 2011 年 10 月 i~n~県

大津市のマンションで岡市立中学 2年列子生徒

(当時 13蔵)が飛び降り自殺し相会の注目を集

めるZF1!1ーが発生したことを契機に文文

見えないいじめが多数干有存r:在する可能性があると判

断し 2却O削lロ2王4年|ド三にいじめ宇例件|ド:数の5緊終急急、制査を笑施し

た(会国の国公私立の小 .r中ド .市等学校を対象

に201ロ2年 4月以降でで、 9月20日までで=の宇羽報f技i告)， そ

・ 琉球大学教育~t時11
・・京都T主主繊維大学

の結果， i調査対象!UJIHJが約半年にもかかわらず，

前年の 2011年度 1年間のいじめ認知件数の 2倍

を超える 144，0541!1こが硫認された(文部科学省，

20l3a) 学校が把握できていないいじめが多数存

在していることを示唆する結果となった

いじめは.被害者も加害者も比較的短期I/}Jで大

きく入れ替わか誰もが加害行為を行いうるし

被害にあう可能性があり(国立教育政策研究所.

2009ab) ，いじめは.同じクラスのいろいろな人

からされていることや. もとは111'のよかった.あ

るいは同 じ仲よしグループにいた人から受けてい

る場合いが多く .一見していじめを把握するこ

とは容易ではないことが指摘されている(河村.

2007) 

このように.いじめを把握することが容易
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ではないことが知|らjして い る '1'で. うf・4交J)1.

tjJjでlよく不IJ11 J され ている'f'1lliJR筑前去がある

rrQUESTIONNAIRE-UTlLlTIESJ -いごこち

のよいクラスにするためのアンケート-J (以下.

rQ-uアンケート(ザ:級満Wl!J<度)J)である(i可

村，1999c) 全1[<1のう!:校で 2008年に約 190);部

(河村 2009)， 2009 {I:，!こがJ220 7Jiili (YOMIURT目

2010)が 泊JIJされている 2009年!立の小 中-

高等学校を介わせた数は 38，305校 (文部科学省.

2009)であり .訓令からみると平均として全同の

学校 l校あたり約 57古1¥，2クラスキ"当分で活JIJ

されていることになる.

Q-Uアンケー ト (ヤ:級i'I:I:j){ JJt J< JJt )は， ~Ij;tの

学級生前でのil:l.jJ(.!必や光尖!必をJ山起し. 一人ひと

りの援助ニーズをJ1i!.WIできる似仰1り:i¥快1'，化された心心、型司訓l司1 

ゴ査祭であり ，2つの下f，似、占ιω1:υ:Jκ〈引l佼主 (げ1~::.'.1点iぐ，1，(川〔リ)で

l つは永;認己f私利糾3ヰザわJ:今"点I~主{である. これは， I~I 分の存在や千1・

動が級友や教r.iliから:;1(.，認されているか汗かについ

ての 10JYi 11からなる 5f!1:法のJ<J主であり， 1科~Jιわ"

分布は iωO点から 5印0.'，'り，'，になる もう lつは被但2害与

得点である.これは.不適応!必やいじめ -冷やか

しなどを受け'ているか有かについての 10項 1=1か

らなる 5件以;の火山であり .fqJ!1分布は 10点、か

ら50点になる また，2つのに佼(制点)から.

生徒の学級~.I:la足 J!，[の :IX 1J!7:を 4 #l旦.1(学級生活ìí~U:l.

群 . 非承認1iÏ' ， 悦 '~i~:行為認知/i(: ， 学級生前不満足

f.f)に分知できる.たとえば t長i¥fb-'V均値に比べ

て「承認作l~が向く . 被侵 '~i~:利点が低い't，徒Jは「学

級生前渦){/作Jに!なi?i:し， r j(.，認得点が低く.被

伝;主::~!J!.?(が r'::j v 、 ~，UJlJは 「学級生活不満足群J に

{立iiqする (iuf十.J'. 1999a) 

また， Q-Uアンケー ト(学級消:j){J主尺度)に よっ

て，:j' im~ (1999)が幣.fI1lする午:校教育で行われる

心理教千ri'I(H22WJサービスの 3段階を把握すること

ができる， r一次的援助サー ビス」は「すべての

児!i:t' ~UitJが も っ按WJニーズ に対 j，~~するもので

あり ，多くのYt!.ii'i・生徒が迎辿する課題を，予測

してヰi"liiiに扱JJ}Jする サービス (-fl;jj的援助)と .

児?it ・ ~Lí;lがう~，校生前を送る 卜，で必要とする迎比、

能力のIJfj5去を媛WJするサービス (発達促進的援助)

がある ニヒとして学級生i，~'ì耐え1作に位世する '-F， Vt

が対象となる 「ーー次的援WJサー ビスjは.登校

をしぶる • ~.tVll 芯;欲が低下してきた 友人ができ

にくい咋， !rnJIJの配l邑を必~とする「一日1\の児-j'j'j:

・'1:，従」へのほ似Jである 主として非承認併と位

~，iH il..}認知昨に 此i丘する生徒が対象となる， r三
次(1(J1.!1JJ}Jサー ビスjは.長期欠!市.いじめ.しD43;.

別別な援WJが n~1別になされる「特定の児i'i't ' 生徒J

への版JJ)Jである.ぶとして学級生活不出Vi!./洋にfii:
i世する'1:.従カf対象となる

，1，'111 (20J 2)は， Q-Uアンケート (ザ紛れ!日:j){j立

火山)を ~，~il'\に妥当性が確認された「学級}I:[心地

!史民度Jを{わえした，2つの下位J<J立(手fγHt;と

イく1・ft長の|正|下)で梢成 され，各 10ヰillからなる

5 f!:iJ、のにほである. 特徴は 各項FI!こ旬:u繰り

返されゐ 11潟(I(jなj坊而が想定できる文-ziが，;己され

ているところである j9ljとして 2つの唄Uをあけ.

ると ，r川りの会でな見や提案を述べて.ク ラス

から参与にされることがあるJ. r休みl的:jlljに.耐

えられないような自分の忠仁lや陰口をきくことが

あるJである.そこには「帰りの会」ゃ「休み11'.¥'

IlIjJの丈1;が"己されてあり .具体的な場聞を対象

にして生徒の1111答を得る ことができるため，場1M

ごとに~~~:起を 1 ~:'ることや対応策を想定するこ とが

IIJ能となる

また，);'111・米川 (2013)は.学校における 11

諜的なj品j(IIの11'から，r古制部|目1活動」を対象にして'

Q-Uアンケ一 ト (ぐ:う小、J

{官帆性て司咋1:，がf倣純0配:討ii出tされた 「白削部11吋i市市助存在!感ι.布不、安!感lぷ長}尺《引l皮支J0-)以、

-下|卜卜、 ri部1引~;II日lì川川川.励}に亡引)山主」ρ) をイれ作t乍1成した， 2つのー|、i立尺j立

で付加反され 名4Jf( 11からなる 5H法のJ<J立で・あ

る.これによって.部活動場聞に焦点を当てて.

m)~iri動で・の '1 :，従一人ひとりの援助ニーズ (不迎Lι

いじめ1111?など)を把握する資料を科ることがで

きる その資料を部前動顧問jと学級担任なと¥絞

数の教Ulliが共有することで.組織的に生徒に;t.tj，i:; 

できることに1ftすると考えられる.

このように Q心アンケー ト (学級満足度J<j立)

と11訓的なj劾而を想定できる唄目で構成された

「や級日心地位j引主J，そして部活動場而を対象に

した「計l¥iMUJJ<JltJとともに.学校外のj必I(IIを対

象に~Iê他のJ変JJ}Jニーズを担保する資料を判ること

ができるにj立があれば.さHtの基本I'i':/生活JJ)j1(liの

4刈止をカノf・-することができると考えられる.

卜述 した文部科学:省が毎年実施するいじめ件数

の，~，\j 1tにおいて ， rいじめ発見のき っかけJの近

nu 
Aq
 



11:.の傾向をみると. 「EJ-校の教験日そ・I~;が発比」の

'1'では -)1占多はアンケート訓究など学校のj収制lに

より発見.次いで盲学級担任が発見となっている.

また.Iザ:校の教III¥1:LI以外からの'i)'i卒11により発見j

の '1 'では )1占多は本人からの訴え. 次いで当訟)~

Ji1 ~ I é従 (本人) の保J並行からの i訴えとな っ てい

る |日Jf;(iに.Iいじめられた山常生徒の相談Jの

状況をみると hi多はヴ:級担任にfrli淡.次いで保

必者や家紋呼に相談となっている.いじめの発凡

や相談の結県が示すように.Yt'. li't1JiI~の生命や安

全を作かすいじめについては.学級担任と保護者

の*たすf支持IJは大きく .学校と学校外の1j:_1itの:Ik

i}cについて~t校と家出で附キ11共有をわうことを:)，~

本に.緊?十J:t述Jjgが求められることになる

i凶'JH 学校でのとt従相互の|品H系性は学校外にも

持ち込まれ I~t校外て"のと1:: 1HI I -n:の|見l係性も'下校

での~1:.1庄中1mの|見H系住1: に1'1'川すると考えられる .

教師は保護者ーと述Wiし学校外での生徒キ11五の|弘l

係't'l:の尖1L~肥JLí\に努めることが求められるが， 保

護fi-と述絡を取り合う機会は|拠られている. した

がって.学校において学校外での状況肥J!ilにむけ

て . 間後.Iffi談 . 質川紙 lìJ，~1f.生活ノー ト (伽l人

ノー ト)などを駅似し.その把J琵に努めることが

必裂になる しかしいじめをJ巴泌することが容

易;ではないことが虫11られている'1'てぺ学校外での

いじめの状況を肥泌することは容易ではない.学

級jTI汀:として.1=1の行き!日;きにくい 「苧校外Jを

対象にした生徒の援助ニーズをJ山民できる方法が

あれば.いじめへのIjl.JYJ対応がより可能になると

)5.・えらhる

本liJf究では.Q-Uアンケー ト(学級満足j立!-(_J主)

を参考に. ~，f:校外のj品而を対象に~Hitが平Jif!ぷを

認識している|人1'1予と不安に!ぷじている|人j容から.

'1".徒に必攻!な援助ニーズが示唆される資本|を.教

f:iliがflJることができるjく肢を{午hえすることを目的

とした，なお.本研究は 2段|惜のプロセスをjiliし

て災施された.li!f先 lでは.~l二従が学校外におい

て存千u岳を 1~:，られる |人l作とイ~!li:に !必じる内科の災

態訓先と.その村公lこ恭つeいた)-(_J:(tの作成で、ある

liJ['究 2では.liJf究 lで{乍11比さ jしたjくJitに弁jして，

tlii格化する試みと妥当性とイA

E 研究1:学校外における生徒の援助ニー

ズの実態調査と尺度の作成

1 目的

学校外を対象に~1:.1ítが存配!岳や承認!告を1~f られ

る内谷と不安に!感じる内特の実態を調査する ま

た.そのがi楽に基づき囚子分析をITJいた尺度作成

を行う.

2. 方法

2.1 訓査対象

A ~I，~で第 l 干与す;が講師i を務める教員研修会に

参加 していた教師が在籍し.本訴!査への協力の承

諾を得た B公立小学校に夜持する生徒 314名 (1

11"-生4ザ:級 117名. 2年生 3学級 98名.3年生 3

学級 99r-，)が対象であった.

2.2 1~r.J型r: 1l1iJUJと三f:.%tき

20101f 12 JJに. B公立'1-'学校の全校生徒に.

!!\~記名の I~I 山記述方式で次の 2 点の回答を依頼し

た 「学校.あるいは学級で.自分の存在感を覚

えることや認められていると感じることがあった

ら;11・いてください また.そのことは.特に.ど

のような場而 ・H寺t:-IJ':t~; .機会にあったことかにつ

いてもTIl-いてください」と「学校.あるいは学

級で.不安に感じることや他生徒からされて嫌だ

と!必じるようなことがあったらー占いてください.

また.そのことは.特に目どのような場百Ij. IIW:IMJ 

;:tf・機会にあったことかについても子}いてくださ

い Jであった.

次に.以上の 2点に対するi人l芥を場而 H寺問;市・

機会7;1]にK]itでlJI1-1を推理!した.その|努.I.:j:.徒

に抵抗を!盛じさせる唄日 (谷姿.学:業成紅t家!忘

環境など)や学校の教育;1Hilljや年:校H;IJJ立の11多Jfを

ともなうような|人l作(教科|人l守半数只の資質能力.

校HlJなど)は削除した.そ して.調査した生徒に

ilTJ立.51!1:法(よくある，ときどきある.どちら

ともいえない.あまりない.まったくない)で回

答を求めた その訓読は.2011年 l月であった.

なお.統計処理には， SPSS (Version19.0) を使

川 した

3. 忠討lJμl

記入も れやミス句すべて同じ若干号・に回答するな

-4J一



表 1 学校外尺度の因子分析結果 (主因子法・プロマックス回転) N =302 

TlIlIlJuII 

第 11刈チ:イ二次感の閃子 (α=.874) 

ザ:校外で{'IJiIlIと集まると，嫌なことをされたり ，ijtなことをするように言われるこ
とがある.

.819 -.007 

，¥'1:校がない休刊になると，友人IY，I係のことで不安になることがある.

休日に友人から誘われ，本心では嫌ながら，外/1¥をすることが多い.

ト校しているとき，一方的にJgふざけをされることがある.

.768 

.766 

.761 

.043 

.032 

-.003 

家にいると， 不安や緊張を党えることがある. .690 ー.085

第 11 1大| 下 :イ7-{_El\l.~の因子 (α= . 799) 

家出には，学校でのこと を然心にIJHl-、てくれるsiltし村If:カ旬、る. .036 .779 

家に州るとホッとできるような家肢がいる. .005 .750 

家の'1'で1:1分は，存{_E感があると思う. .034 .727 

ワ:校を{本んだとき，学校の述絡を気il!1':にIJ¥Iくことができるクラスメートがいる

午校外で('1'1111と集まるときに，小心になるこ とがある.

-.124 

.006 

.524 

.477 

IA:I子1111相If県!

どに佼への1111終に抵抗が考え られるものを|徐い

て.有効|司令ギは止従 302名(有効回答申 96.2%)

であった そして.布効凶答のみを分析対象とし

た |ι1III，f己述の回答の絵理は. 4名 (第 l乎i'汗

節 2玖:tf.教T!'!字:の大学教員 1t，.学校教育学系

の大学院に庄l1rする現職教員 l名)によ ってなさ

れた. その結果.場而."寺間千t'/・機会 (以下.場I(，i)

は. I"Í~校から教室入室J. 1朝の会・杉j学科J. 14受
1u If本み1時1lIJJ.1昼食J.1 i青掃J.1帰りの会J.r!ii; 
活動J. 1学校外」の9つに分類された.午:校ゃう!:

級を対象に (.f:在感や不安感を抱く ~F柄についての

記述を求めた紡来.学校や学級での存在感および

不安感にl刈jiliする学校外でのことについて記述内

科がみられたことは注目される

そこで. 以上の9つの場町の中で， 1学校外」

について撚却された羽目に 5f!1ι?で凹科を刊たがi

米に対'して，1正|子分析(主閃子法.プロマックス

1"1'1伝)を行った目項目を決定するJμV¥としては .40

以|ーの|正!子れ術対を市し.かつ他のP、|子に 30を

必えないfSi11で.当該の因子負Ti:fi1l:が大きいもの

とした. また.文77の適切さについても検討した

その結以 1r.1布他が 1.0以上の解釈可能な 21刈r
を-I11J/1¥した (ぷ1).

部 11);1チは， LJ::_従が搬なことをされている!必じ

ー.321

や不安!ぷがあるか否かに|刻連があり， 1ザ:校外不

安感」とした 同様に第 2因子は， ~U.定が1' 1 分の

(r:在や行肋が認められ自己の存在感を1{!'られてい

るか符かに|品IJiliがあり .1学校外存在感」とした

それら 2つの因子を下位尺度とする 5f!l:法のパ

肢を「学校外存在感 ・不安感尺度J(以 卜¥学校

外)I!..)立)とする また.学校外存在感I)~チについ

ての名取 11 の合計点を「学校外存不正!さ1~L'.\J(以1".

{r:rE!感得点)とする.同様に田学校外不安感|刈チ

についての各項目の合計点を「学校外不安!創立点」

(以-F，不安感得点)とする.

E 研究2:学校外尺度の標準化の試みと妥

当性および信頼性の検討

1 . 目的

li)f究 ]で作成された尺度に対して，制il'¥化する

試みと妥当性と 19 ~fl'í性

2. 方法

2.1 ，U，¥I1f.対象
A リ，~で都 l 若者が講師を務める救u研修会に

参加していた教師が在籍し.本部l査への協)JのJf.，
;;t7を得た公立中学校 6校の生徒 2003名が対象で

あった 1iIiflJ1i 1iへの記入もれやミス すべて川
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じ需4jに回答するなど尺j立への回終に抵抗が考え

られるものを除いた有効1111答で、分析対象は 1953

人 (l年生 722人. 2年生 598人. 311~生 583 人)

であった(有効回答率 97.596)

2.2 ;Vt.J脊H寺JUlと手続き

;V，¥J按|時期は 2011年4)ぜから7)=Jであった fJ:iJ 

1t協力を得た学校に本尺j立を郵送しと1:.徒に実施し

てもらい.回答は郵送してもらった.本尺度が学

校の成制に一切関係がなく .回答によって不利益

は生じないことを事前に説明してもらい.属性は

学年と性別の記入とした 本)O(_}立の妥当性を検討

するため.① Q心アンケート (学級満足度尺度)• 

②スクール ・モラール尺l立の下位尺度「学習意欲

)O(_J立J(河村， 1999b)の2つのiU，¥J1tを笑施した

②のスクール・モラー lレ).c}立は.生徒に対する

心理教育的援助サービスの具体的な釦域を把握で

きる尺度で.その下位尺l主である生徒の学習意欲

の状態をi)!lJる「学習意欲尺度jは.質問項目「学

校の勉強には自分から進んでJI~ り 組んでいるJ(他

311:])の5件法の尺度で.得点分布範聞は 4点か

ら20点，何点が日:;iいほどモラールがfEいと判断

され.Q-Uアンケート (学級満足度尺度)の承

認利点、と正の相|剥がある尺ばである.学校や学級

において自己の存在感を科ている状態にあれば

年:'?'If3:欲尺度得点にプラスに作川すると考えられ

る.

3. 結果

3.1 存在感符点と不安感紛点の学:q~ ・ 性別平

:J制II(

行:在感w点と不安感得点の学年 ・七JjJIJ平均値の

給月比は表 2 の通りである.存在感1~}}:~(と不安感得

点を従以変数と し性 (男女)と学年 (1-3年生)

を独立変数とする 2 要因分散分析を~施した

存在感l!~.'~~では. 学年と性日IJにおいて有意な交

互作川がみとめられなかった.↑生日IJで有立な主効

栄がみられ女子は男子に比べて布立にZ-tiい1i1i.で

あった 学年で有意な主効栄がみられ.多量比較

の紡.*.1 :q~生および 21f.~1ミ と比べて 3 :.I~生が低

い他であった.不安感得点では.有立な交互作用

はみとめられなかった 性別で有立な主効果がみ

とめられ.クj子は女子に比べて有訟に ~'I!j V、{直で

あった 学年については. 学:'1三が日くなるほど

不安感得点が高い値となった

存在感flit-点、と不安感符点において.性別と学年

にギiなな主効果がみられるが. 1*1，点差は大きくな

いと判断し学年別およびヲJ女別ではなく全体の

表 2 存在感得点と不安感得点の学年・性別平均値の結果

存在感得点 不安感得点

学年 N 平均値 SD 平均値 SD 

男子 1 415 18.72 4.27 6.99 3.41 

2 325 17.85 4.40 7.60 4.14 

3 309 17目54 4.46 8.40 4.69 

全体 1049 18.10 4.39 7.59 4.09 

女子 1 357 19.71 3.81 6.64 2.68 

2 273 19.96 3.87 6.77 3目 11

3 274 19.00 4.26 7.09 3.43 

全体 904 19.57 3.98 6.81 3.05 

男女 1 772 19.18 4.09 6.83 3.10 
2 598 18.81 4.29 7.22 3.72 

3 583 18.23 4.43 7.78 4.19 

全体 1953 18.78 4.27 7.23 3.66 

F1直 性別 62.7*大 25.3大大

学年 8.46犬* 11.0士会

判j)I I X こ;~{ I~ 2.97 2.97 
公合p<.01 SD はj~~ìj~師走
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ナ-均Mを J，~iíl;点とした.そして干("(1ニ!盛利点の2ドJ今

II{(以上を正:Jい鮮. 平均{白米備をfJlぃl作と与え.得

点が山いほど生徒が白分の千((1:や行動が認めら

れ1'1しょの存在感を待られているとJ5・えた また.

不安感gl'点の平均値以上をρj¥;、Itr:，十':J{，J前未満を

fJh 、 H下と考え 守 得点がj"::Jいほど ~Hiじが似ftなこと

をされている!ぷじゃイミ安'1必をj1えていると考え

た.なお，~'ïj下位尺j支の利点分イ'lj íli~ IIHは 5 点から

25 }，'，(で、ある

そこで. 存在感得.'，'，(と不交!巡 1~:~.'，'，(の2嬰閃の平

均仰をもとに.対象生徒を 41作に分fjiすると 1)(11 

にぷす通りである.学校外のJ古川日においてイバ正!-d

1-~;: ，1，11が:;:I~均仙よりも iFii く.かつ不安!ぷ利点が.. y均
!，Itよりも1氏い生徒を「存不正!事(r'::j)・不'id岳(f止)1洋j

とした，j"I，j様に.存在感得点と不安!創立点がとも

に平均1rf(よりも低い生徒を r.(-(不正!盛(低) 不安

感(低)群J.存在感利点と不安感何点がともに

平均古代よりも!.':jい生徒を「イげI:}必 (t:j) 不安感

U::j) 11下 J. 存在感得点がljl， JtJflr'( よりも fJ~ く.かっ

不安感1~1，}，'i.が全体平均ffl(よりも j'，'，'jい生徒を 「千r::f:E

!盛 (!lO・不安!a<;(!.':j ) 1洋」として，411下にうl'm
した.

表2より .存在感得点の平均fll(は 18，8点.不

安感1J.I点の平均値は 7.2点で.それが4ltY:に分制

する)，~i¥i; 1，1(になる たとえば， :(((1:時間一点が 19

点で不安感得点が7点の子Uil!は r-(-{:lF!謀 (i心j)・

ィ、!去!~長 (flO 1洋Jに{立位する

存在感得点

3，2 妥，Iiitの検，H'((:{:級満足度尺度)

表3は， 4 'ltY: ご と の~t.1itの承認得点および被伝

手H~ 点、の平均fll( と f~'!iV;1I，{'iif::を示したものである.

jf.， ~r1~L'\ と被佐川利点を従属変数とし. 存不1: 1剖!l

l(の i向 fJ~ と不安感NI' }，'.i，の t:jf止を独立変数とする 2

~Ikl分散分析を行った .

承認{!?点では.イT11:な交]T"_作JTJがみられたため.

iji，純主効栄の検定をわーったそのがi来，存在!必f5

/.1:が日ぃ11下は低い/i下に比べて承認符点が平J' J:j":に ïll~:j

い仰であった，{-(千H品f!i点が向い群において.不

安感1~i，.'，'，(がfH:い昨は不安感得点がitiい群に比べて

承認利点がイI立に，'，IJ¥;、仙で'あった 不安感が低い

ltfにおいて.U・千1'1事1~I 点の日fl~によって有芯;設は

みられなかった

被侵fi::伴.'.¥では， 2 '}t 1"1ともに有意な主効果が

みられ. 不安!怯ι削1仰:与}..'.1，点，1，(悦カf可JF;ゐ.bμし、l灯河洋.はi低止い1群洋に比べて被

但位.2子符i与?λf科与 }，点.7.が不仇f ]沿立l心は2立:1にi乙こ斗~'，'μJ

{低止い1昨町昨附こ寸はifJiいnY:に比べて被位主;(何点が有訟にJJjし、

航であった.また.イnむ:なろヒ立1'1二mはみられなかっ

た.

表4は， 7-("ii:::.n}，'，(およひ
r
被侵告:得点と存在感1!1

j立 と不安!ぷ1~;，}，'，(の.f1l1Y，J係数を示したものである.

存夜!岱利点では， 7f\ ~2， í~;'.山.と布古;な正の~rttい十111具l
があり .被似千;:得.'，'，(と有7立な民の相関がみられた.

不安感í~l'}，'，(では， 被伝子1・得点と有:芭;な正の強いキ11

!具lがあり.承認í~1 点とギ715:な負の十日|具!がみられた.

去3，4の*Ii!l~より ， 4 Itfに分類される生徒と

承認得点および被似:giH山‘については.次のよう

に~\~JI I!できる

存在感(高)・

不安感(低)併

存在感(高)・

不安感(高)群

18，8 

( 、ド~'Jflff.)

存在感(低)・

不安感(低)1作

7， 2 (ポ均1110

存在感(低)・

不安感(高)f，f

不安感得点

図 1 存在感得点および不安感得点による 4群分類化
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表 3 4 i洋別の承認得点および被侵害得点の平均値と標準偏差

承認、得点 被{受害得点

4 irt N 平均値 SD 平均値 SD 

存在感(高)・不安感(低) 926 39.44 6.43 11.89 3.10 

存 在感(低)・不安感(低) 502 28.75 8.11 13.78 5目21

存 在感(高)・不安感(高) 187 36.67 6.83 23A2 10.12 
存在感(低)・不安感(高) 388 28.39 6.91 25.97 8.25 

F値 存在感得点 665州 53.0公*

F値 不安感得点 18.2大大 1506州

存在感得点×不安 感得 点 ] 0.7六* l.17 
**pく01 SDは標準偏差

3，3 妥当性の検討(ヴ: ~I}I な欲)'()立)存在感科点が.'I-:J匂他よりも低い状態にある「存

在感 (1JO・不安感 (低)昨Jと「存平日必 (低)・

不安感 (日) 1引に位i位する生徒は. 承認1~:~}.IXが

低い状態である.不安感得点が平均値より，'::jい状

態にある「存在感 U:;j)・不安感(高)群Jと「イ下

作!ぷ ( 1~O ・ 不 'ム:!必(J.':j ) 昨J に位 iVi:する生徒は.

被似主将点がよー:Jい状態でユある.

存在!謀f!;点がよILjち{也よりも向 く，不安!a<;1斗点が

平均11在より fJ ~ぃ状態にある「存在感(山) ・ 不正

!謀 (低)昨」に位i世する生徒は.承認科点が，'::jく

被侵存得点がfJ~い状態である . 存在感伴点が平均

値よりも低く .不安感得点が平均値より j¥':jい状態

にあるr-f7-{I:!盛 (低)・不安感 (日)併Jに似ii'l

する生徒は.*j1!.1~l点が低く被侵害得点~(ir~Ili'，ljい状

表5は.41洋ごとの勾:判意欲)~)立f:;点の平均値

と糠準偏差を示したものである.存千E!ぷ得点と不

安感得点を独立変数とした 2咲い|分散分析を行っ

た結果.存在感得点および不安感利点のどちらに

も . 不r~I\J: な主~:JJ よRがみられた目 行不lJ!i約七' 点が日ぃ

11平は低い1Ilに比べて ， バjf: 12lな欲尺!立科}~:が有自立に

111i し 、 1i{i.であ った ー 不安!盛和十.'.1，(が1~~ぃ 11下は向い1洋に

比べて. 学習fi:f;J.:尺Ht1~J};，(が有誌にIJjい他で、あ っ

た.手'i:i:まな交五作mはみられなかった.また.学

刊誌欲尺度得点と存在感利点およ び不安感得点の

キ111刻係数は.それぞれ 556(ρく.01).-.176 (pくー01)

であった

態である.

表 4 承認得点・被侵害得点、と部活動の存在感得点・不安感得点の相関係数

承認得点

被侵害得点

台p<.05， 大大pく 01

存在感得点 不安感得点

771州

-.351大*

-.226女六

819大大

表 5 <11派別の学習意欲尺度得点の平均値と際機偏差

，141平 N 平均値 SD 

存在感(高)・不安感(低) 789 15.81 3.20 
存在感(低)・不安感(低) 388 1.2.73 3，76 
存在感(向)・不安感(日) 174 15.26 3.59 
存在感(低)・不安感(高) 349 12，50 3.34 
F値存在感得点 237女大

F値不安感得点 4，11* 
存在感得点×不安感得点 0.68 
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3.4 1，¥Mi't'I:の検討

研究 lで訓資対象となった AIj' ~学校のLI :.従を

対象にi'H会資を依頼したが.当該学校のtf:li'Hこよ

り実施時WJが 3)Jということからクラス称えを控

えた抗 l学年と本業間近の第 3/"(:イl'を|徐き.自1

2 '"[:11:.の!l::従に対して実施したーそのがi月2.干V(E

jぷ引;:点 (.756).不安感得点 (.529)の中11聞がみと

められた また.去 lに示す通り cronbachの日

係数は.不安!巡回子 (.874)と存紅!品|正|下 (.799)

で|人J(I(j- l't'I生がみとめられ， 1dfitl:については一

定の陥認ができた

U 考察

1 学校外尺度によって把握できる4群の生徒

の状態

本大:肢は.2つの下位尺度(存在感科点と不安

!長官1:.'，l，()で構成され， 10の質IIlJ項目に 5f'1:法で

|凶作し(付録参照) 各質問項 LIに1"1答した数他

を存在感何点と不安感得点、ごとに合計して，以下

に示す 4n下に分知することができる 特例ーに位世

する ~I :.fitの状態や援助ニーズへの対"/.1:.、段|滑につい

ては.Q-Uアンケート(学級満足度尺!立)と学

校心理I!学で推理IIする生徒の援助ニーズの段階を恭

に.次のように推測される.

1.1 手{干1:1感(，'，::j )・不安感 (低)昨の'1:.従

他 31洋に比べて自分の存在や行動が認められ.

存在感を仰られていると 自己認知lしている伎合い

が11く.嫌なことをされている感じゃ不安感を覚

えていると I~I 己認知l している度合しゅ叩い、状態に

ある.また.他 31洋に比べて承認利点がJ与く被似

'.1汁~;:.'~.(が似し、状態にあり . キ:級に対する不適応!ぷ

いじめ被~I ::や対人的トラ フγレの大きさを 1'iL'.認J;I I

している度合いも低い状態にあると ~f(~il!IJされる.

さらに. 学科~~欲尺度得点が最も 1.6し、ことから

一次(10媛JJ)jサービスで対応できる段|滑にあると考

えられる.

1.2 イfイ1 : 1岱(低) ・ 不安感 (山)併の~H1E

他 3!tr・に比べて自分の干(釈や行動が認め られ，

-(，:抗感 を Î~ J' られていると|守己;認知| している j立介い

が{止く.峨なことをされている!感じゃ不安感を覚

えていると白己認知|し ている litfTいがi~':川、状態に

あるーまた，他3j伴に比べて承認符一点が低く被十二-

害得点が山し、状態にあり.学習fi欲尺度得点は{止

い t3/:級に対するイ，J自応!白いじめ被害や対人的

トラ ブlレの人;きさをH己認知しているj立合が21iい

状態にあると-tfUJ!lJされ目二次的援助サービス以上

を必要とする段|椛にあると考えられる

1.3 {-，:イ1:1事(低)・小安感(低)鮮の生徒

自分の存:(Eや行動が認められ， 存在感を得られ

ていると |土|己認知 しているj立合いが低く.嫌なこ

とをされている感じゃ不安!惑を党えている と肉己

認知lしている皮介いが1lい、状態にある また • ;if.'( 

認得点が「存在感 (山)・不安感(低)群Jおよ び「存

在感(出 )・ 不'玄!占 (日)群Jに比べて低(被侵

害得点が「存在感(，'，':j)・不安感(高)群Jおよび「存

在感(低 )・不安感 (~':j ) I洋Jに比べて低い状態に

ある.学習ff:欲jて!立1~l\点は 「有在感(向 )・ 不安

感(低)l洋J および 「存在感 ( ?，':j) ・不安感 ( 沿~ ) 1洋J
の生徒に比べて低い. 1也止従との トラ ブルや学級

への不適応!必は少ないが.学習立欲の低い状態に

ある生徒がし、る"f能性が示唆される 二次的援助

サービスカf必嬰な11'X1併にあると考えられる

1.4 存夜!品 (尚)・イ、安感 (日)i洋の生徒

自分の存イ1:や行動が認められ.存在感を何られ

ていると|こl己;忠告11している度合いが高(微なこ

とをされている感じゃ不安感を党えていると白己

認知lしている度介いが尚ぃ状f卓にある 承認利点

は「存在!必(低)・不安感(日)!洋Jおよび「存在

感 (低)・不安感(低 )n日に比べて高く. 被佼許

制J点が「平{不1:1¥必(l，';j )・不安感 (低)!洋Jおよび「存

在感(低 )・ 不安感(悦)!tf Jに比べて高い状態に

ある. また . 'ttinti;徹:)~ I!1:í#lUま「存在感(低 )・

不安感 (fl~ )群Jおよび「存在感 (低)・不安感 (日 )

1洋」に比べて山い.学科には;む欲的で一定の存在

感を符ている尖!盛はあるが.対人関係に不安や悩

みを抱える状態にある'1::従がいる可能性が示11去さ

れる. 二次的妓JJ)jサービスが必要な段階にあると

考えられる

2. 本尺度の有用性と課題

2.1 /"{:級il日j)tl!1:へのイ，.11J1't

学校外の干，:千1:1必得点および不安感得点の状態と
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己主級i出jJ4伎の状態に開述がみられる ことがぷされ

たことから.学級i仰心主に作IIJする学校外のmJ却

を示したこと になる したがって.学級満足J立の

改作が必裂な生徒の111困がや校外に存在しその

ことが本j込山によって耳11併できる可能性がある.

また • ，，'1:級満足j立の改千({-ーを阿る場合に.本尺!主の

明日を桁441として手IJ)IJし午:校外を対象にした取り

創lみによって.初~:J.I占を とlêむ可能性がある.本)'(_)主

は. 'jj:劫にはJ巴1mしに くし、学校外の生f走の;j)Wti巴
Mや~HiËのヴ:級満足肢の改将に役に立つことがjりj

lJi:できる.

2.2 学や'/XJ:欲への布IIJfl:

乙jEW立欲尺j立得点からは.存在感得点が学門広

欲に1ntくf'F川することが示唆された 学習意欲に

作川する'下校外の折慨を示したことになる.たと

えば.存在感利点を構成する 5つの項|二!の内科を

指加にして.その改持にむけたれ体的な取り組み

をぷ山 ・ ~hサーることによって. 効果的に学W13:

欲のlilJ卜.をl:xlることができるとif日!IJされる.本)-!.

!立は. ''{:校外を対象にLt.徒の学習意欲の把J!llと改

将に役に"iT.つことがJVJfすできる.

2.3 学校と保護者・の辿Jj~への有川性

2013年 6月28Hにいじめ防止対策推進法が公

布された (文部科学省.2013b).その第9条には

保;謹Kの了f務等が規定されている，あわせてヴ:校

とihLa朽の述携強化が求められている.保護する

f l". 1Æがし、じめの加符rl~) ¥L坊-や被害的立場になる可

能性は.どの1~~ta控:{j'にもあ る 重大事態に至る liij

に.できる限り早期にいじめを把握し対応するこ

とは{札湿布・のl聞いであることは言うまでもない.

学校と似議計が学校内外の子どもの懸念される状

況について.早期に情報を共有できる方法が必~:

である.本jぐl立によ って.学校が主体となり 11'(i妥
的に'1:従のか校外におけるいじめ状況に|見.Jrl¥する

資料を~}，;，ることができる.保護者-からの'1)特1((こ ~qi

るどけではなく .学校が午:校外の生徒の状耐につ

いて資料を 1~:'る方法があれば.半期jにいじめを把

射し保護何ーと述携して対lιできることに資すると

与・えられる.

また，I.IJW第 3条には基本理念が規定されてい

る.そこには.iいじめの防止等のための対策しJ:.

いじめがすべての山並等に関係する問題であるこ

とに鑑み，YGligt;iJt安心して学習その他のilnJi1Jに
取り組むことができる よう，学校の内外を川わず

いじめが行われなくなるようにすることを「?とし

て行わjしなければならないJとある 本民度は.

抗3条に)，むじるいじめ防止等のための対慌に抗す

るg体的手段として利用できる ものと考-えられ

る

今後は.さらに多くのデータを科て本尺l立の十JR

様化を進めるとともに.本尺度が学校JJ!)))jに役也

つようにしていくためには.本尺!立をJIIいた:克服

モデルやプログラムを提案し その結果どのよう

な幼来がみられるのかを.学級と家)ffの両1(ljから

実証的に検討していく必要がある.
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付録 学校外尺度 (アンケート椋式)

自分の状況に近いと思う数字にOをつけてくださ い.なお数字には次のような意味があ

りますへ

5 とてもそう思う(とてもある，とてもあてはまる)

4 少し そう jglう (ときどきある ，すこしめてはまる)

3 : どちらとも言えない， ふつうである

2 あまりそう思わない(あまりない，あま りあてはまらなし、)

1 :全くそう思わない(全く ない， 全くあてはまらなし、)

① 家の中で自分は，存在感があると思う .

② 学校全休んだとき，学校の連絡を気軽に聞くことが

できるクラスメー トがいる.

③ 学校タトで仲1mと集まるときに，中心になること がある.

④ 家に帰るとホッとできるような家族がし、る.

⑤ 家出には，学校でのことを熱心に聞いてくれる訴し相手

がし、る.

5-4-3-2-1 

5-4-3-2-1 

5-4-3-2-1 

5-4-3-2-1 

5-4-3-2-1 

@ 学校外で仲間と集まると，嫌なことをされたり，嫌なことを 5-4-3-2-1 

するように言われることがある.

⑦ 休 日に友人から誘われ，本心では搬ながら外出をすること 5-4-3ー 2-1

が多い.

③ 下校 しているとき，一方的に悪ふぎけをされることがある.

⑨ 家にいると ，不安や緊張を党えることがある.

⑬ 学校がない休日になると，友人関係のことで不安になる

ことがある.
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5-4-3-2-1 

5-4-3-2-1 

5-4-3-2-1 


